
醐

献

本

記

､

近

江

三

十

三

所
観

音

､

価

寺

本

記

､

近

州

寺

融

年

中

行

事

の
噴

よ

-

戚

-
'

そ

の
記

述

に

も

同

一

夜

も

の
が

多

い
｡

江

州

土
産

巷
十

の
内

容

は

湖

速

怪

異

甲

嚢

二

十

一
家

之

次

第

､

謡

日

銀

､

淡

海

隠

士

'

水

蓮

名

等

が

あ

ヵ
､
淡

海

地

志

巻

十

三

に

は
甲

賀

一
郡

在

名

､

湖

連

名

､

湖
上

怪

異

､

諾

日

銀

､

淡

海

隠

士

､

名

所

詩

歌

等

よ

り

を

み

そ

の
記

述

も

楓

似

し

て

ゐ

る
｡

斯

る
鮎

よ

-
み

れ

ば

江
州

土

産

に

は
編

者

も

著

作

年

代

も

無

い

が

恐
ら

-

淡

源

地

志

の
原

稿

を

な

す

も

の

で

あ

る
と

推

定

さ

れ

る
｡

年

代

は
淡

海

地

志

著

作

年

代

の
元

撤

二
年

以

前

､
恐
ら

-

は
盛

事

.
天

和

の
頃

か

と

想

像

さ
れ

る
｡

(未
完

)

新

著

紹

骨

LJ]lI
J
L
JLlll■
tIJl
LJ)■王1-1
LLll■
rIJ']〓IlBJ
l

LJJll

O

北

海

道

地
串

に

闘

す

る

文

献

目

録

(

著

者
別
)

北
悔
道
地

質
嗣
査
骨
軸
令
姉
四
班

凹
六
倍
州
八
九
許

十
月
教
行

近
年
朝
鮮
及
寮
瀬

の
地
域
に
関
す
る
文
献
が
払
伸
さ
れ
た
こ
と
は
蕃

ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
､
滋
に
叉
北
梅
迫
の
地
嘩
文
献
日
銀
が
公
に

さ
れ
た
こ
と
は
研
究
瀬
に
判
す
る
軍
曹
で
あ
る
｡
本
日
蝕
は
著
細
別
､

部
門
別
'
地
方
別
の
三
部
よ
り
成
る
も
の
ゝ
妨

1
著
者
別
の
部
で
北
垢

新

著

鋤

介

冶
帝
幽
大
串
Ig
塔
部
地
尻
餅
飲
物
坪
数
串
貝

諸
氏
の
努
力
に
よ
っ
て
嗣

纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
Q
抑
北
鵜
沼
の
地
成

研
究
訓
盤
は
我
閲
で
救
初

に
行
ほ
れ
た
鹿
で
'
パ
ン
ペ
-
-
の
名
は
我
閑
地
尉
非
か
ら
怒
れ
る
こ

と
の
‖
爽
な
い
も
の
で
あ
る
｡
明
治
に
な
っ
て
も
開
拓
位
は
ラ
イ
マ
ン

を
主

脚と
し
た
地
質
調
教
を
行
ひ
､
そ
の
締
狐
米
川
が
関
数
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
で
あ
っ
た
｡
以
後
は
泣
鵬
の
卿
保
博

士
の
研
究
､
地
質
調
査

仰
の
多
年
に
亘
る
銑
物
調
査
､
投
妃
に
到
っ
て
は
光
北
帝
国
大
尉
及
び

北
脂
逆
帝
陶
大
串
の
地
質
家
に
ょ
つ
て
H
ざ
ま
し
い
研
究
が
椅
け
ら
れ

て
ゐ
る
0
か
う
い
ふ
状
腰
で
は
あ
る
が
故
神
保
博
ii
約
数
以
前
の
文
献

は
的
内
軸
布
が
少
か
つ
た
始
め
か
忘
れ
ら
れ
て
放
る
も
の
が
か
な
り
あ

る
棟
で
あ
る
｡
木
口
錐
中
に
採
蝕
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
内
で
銘
の
付

い
た
も
の
を
次
に
掲
げ
て
本
日
銀
の
完
鯉
に
妃
づ
-
の
を
望
み
た
い
.

t
.
開
拓
使
顧
問
ホ
テ
シ
'
タ
ブ
ロ
ン
報
文

開
拓
使
蜘
治
十
二
年

二
月
刊
行

千
三
甘
五
十
三
東

本
報
せ
は
榊
輔
位
臆
招
教
師
頭
頼
錐
相
関
ケ
プ
ロ
ン
が
千
八
官
七
十

7
年
以
非
千
八
官
七
十
五
年
に
実
る
間
の
･E
己
及
部
下
の
モ
ン
Jl
I
､

ラ
イ
マ
ン
､
ウ
ア
1
7
4
-
ル
ド
､
ワ
ッ
リ
ン
等
の
和
文
を
塊
稗
し
た

報
せ
で
あ

っ
て
'
原
文
は

英
文
で

R
e
p
orts
a
n
d
o
宗
cial

)etter
s

to
th
e

内
a
ita
k
u
sh
i
T
o
k
e
i･
)
∞
74
･
74
∞
p
･
と

し
て

公
に
き
れ

て

ゐ

る

｡
こ
､
L
y
m
an.
B
･S
･-
R
e

pOrt
O
f
P
ro
g
r
ess

of
theY
e
s
s
o

G
e
ol
ogi
C

al

Surveys
fo
r
L87
5

,a
n
d
se
v
en

C
oat
Sur
v
e
y

R
e
ports.
内
aitak
u
sh
i,
T
ok
e

iL
877.
ll
.I
l
京

空

七
五



地

球

節
二
十
三
谷

此
和
文
の
孜
牛
は

マ
ク
ン
べ
ツ
､
サ
ン
ケ
ビ
パ
イ
及
ナ
イ
エ
'
ビ
パ

イ
､
ヌ
ツ
パ
オ
マ
ナ
ィ
､
ポ
ロ
ナ
イ
'
イ
チ
キ
シ
ク
､
カ
ヤ
ノ
マ
各
…次

円
の
和
文
で
典
の
内
の
大
部
分
まj
単
行
の
も
の
と
し
て
文
駄
日
蝕
に
登

城
さ
れ
て
あ
る
｡

三
､
M
u
zv
o
e}
H
.
S
.
G
eotog
ic
at
N
otes.
内
a
it
a
k
u
sh
i,

T
o
k
e
i･
1
87
6
.

1

1
一賀

田

､
プ
ラ
オ
ン
ス
述
(横
山
又
次
郎
､
山
田
噌
共
琵
)

北
海
道
地
質

巡
硯
報
文

鍵
戟
慈
林

筋
五
十
六
冊

ニ

ー
七
-

ニ
E
r
七
質

的
綿

十
五
年
五
､
釆
農
民
北
海
道
地
質
纏
綿
弟
tTE鷺
地
質
摘
琵

山
内
徳
三
郎

地
蜘
知
能
姉
川
娩

J
I
四
枚
､
解
七
批
七
-
十
枚
､
妨
八
挑

一
-
四
枚

節
九
娩

一
-
四
枚
､
第
十
挑

1
-

三
枚
､
妨
十
二
娩
六
-
十
枚
､
節
十

三
抑
ム
ー
四

枚
､
明
治
十
二
I
十
三
年

こ
の
神
文
の
掲
げ
ら
れ
た
地
離
郷
誌
は
ラ
イ

マ
ン
門
下
の
山
内
徳
三

郎
'
桑
川
知
明
氏
等
の
川
し
た
節

山
班
(
蜘
緒
十
二
年

1
月
)
乃
至
筋
十

大
批
(
明
治
十
三
年
凹
月
)
ま
で
の
我
幽
政
和
の
地
域
難
詰
で
あ
る
っ
ラ

イ
マ
ン
の
北
柏
近
地
封
紙
静
を
誰
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
､
別
治
十

1

年
に
開
拓
伐
か
ら
刊
行
さ
れ
た
北
脇
道
地
:封
紙
諭
と
は
誰
文
を
鵜
に
す

る
〇六
､
北
海
道
煤
田
概
況
(水
色
氏
地
贋
測
免
軸
文
摘
誰
)
約
日
純

1

地
餅
郁
誌
妨
E
f挑
八
-
十
枚
､
妨
五
舵
七
-
十
枚
､
節
七
些

ニ
ー
五
枚

節
八
船
田
-
八
枚
､
妨
九
兆
四
-
七
枚
､
妨
十
二
雛

一
-
四
枚

明
治

十
二
年

節

T
娩

宍

七
六

七
､
J
im
b
6
,
a
.
U
n
s
e
re
g
e
oio
gi
sc
h
e
n

K
e
n
n
tnisse
von

d
e
r
ln
s
e1
H
o
k
k
ai
do
in
J
a
p
a
n
.
V
er
h
a
n
d
l
d
･
R

ussisch･k,

n
fin
e
r
a
lo
g
･
G
es･
S
t
.
P
eter
sbu
r
g
･
2
･S
e
r
,,
X
X
X
I,

1
89
4
.

p
p
･
3
05-
3)1.

こ
れ
は
儀
て
本
誌
(解
二
容
三
七
六
H
)

に
掲
げ
た
こ
と
が
あ
る
｡

此
韓
の
外
･ま
輩
で
は
な
い
が
外
聞
文
の

も
の
と
し
て
は

M
itf

ord

(Qu
a
r
t･
J

ou
rn
.
G
e
o
l.
S
o
c
.
)
8
6
8
),
A
d
a
m
s
(d
o
.
)
∞
69
),B

randt

(M
itt.
a
.
d
e
u
ts
c
h
.
G
e
setls
.N
at
u
r

･u
.
V
61k.
O
st
as.)
874),

C
o
c
q
u
e
t(C
.
r
.
s
o
c
.
in
d
u
s
t.a
.

n4in
e
s
a
S
t,
E
tie
n
ne.)8
7
8

)

な
ど
が
あ
り
､
ラ
イ
マ
ン
の

A

R
e
p
or
t
o
f
P
r
o
t,qTe
SS
f
o
r
th
e

F
ir
st
Y
e
a
r
o
f
th
e
O
it
S
u

rv
eys-1
8
7
7-
中

に
も
北
梅

迫
の
記

番
が
あ
る
｡
ラ
イ
マ
ン
の
北

梅
迫
の
報
せ
に封
す
る
批
評
の
首
ひ
深
け

は

G
e
olo
gi
C
al

M
a
g
a
z
in
e
,1
00
7
6
.
に
川
て
ゐ
る
O
ま
づ
銘
付

い
た

虚
は

以
上
で
あ
る
が
文
献

田
妹
に

は魯魚
の
誤
り
も
な
-
は
な

い
O
大

非
上
氏
の
夕
舵
の
搬
文
は
幾
知
の
も
の
よ
り
前
に
川
た
の
に
伸
が
前
後

し
て
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

一
々
常
っ
て
見
た
の
で
は
な

い
が
か
う
し
た

孤
は

1
般
に
本
文
献
を
伐

州
す
る
方
々
が
務
め
て
帖
し
て
行
っ
た
な
ら

完
仝
触
秋
な
も
の
が
出
氷
る
だ
ら
う
｡
鬼
も
列
本
文
献
の
様
な

ニ
ラ
ボ

レ
ー
テ
ッ
ド
･
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
日
本
の
学
外
に
迭
=
由

さ
れ

た

こ
と
は

1.
に
北
沿
道
帝
国
大
串
の
地
封
単
錬
物
蝉
改
宗
の
脇
で
あ
る

こ
と
を
感
謝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡
(
巾
村
)

0

朝

鮮

稼

行

鋳

山

分

布
国

朝
鮮
粗
野
肘
助
川
靴
鰯

朝
鮮
軌

黄
昏
敢
行

九
月

允
的

二
側



従
妹
潮
肝

の
餓
I;
分
布
に
は
共
の
代
聡
の
閃
迫

っ
て
仲
る
も
の
が
多

か
つ
た
｡
賀
川
愈
魂
や
大
稔
洞
余
銃
な
ど
は
鞍
山
邑
や
員
城
邑
の
近
所

に
糾
か
れ
た
の
が
純
々
あ
っ
た
｡
本
分
神
岡
は
甘
五
十
鴻
ノ
一
朝
畔
地

樹
上
に
二
十
五
縄
の
銑
産
物
を
非
の
排
水
に
且
つ
設
也
愉
俳
の
大
小
を

以
て
昭
利
八
叫
に
於
け
る
各
銀
山
の
蹄
餌
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
前

記
の
位
故
の
間
近
ひ
は
略
細

い
も
の
で
あ
る
が
銀
山
の
位
紀
に
瓢
を
入

れ
ぬ
こ
と
と
各
焼
山
が
込
み
あ
っ
た
場
合
に
は
設
色
輪
僻
が
ず
れ
て
ゐ

る
こ
と
は
成
る
鮎
ま
で
の
焔
稀
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
は
惜
し
い
こ
と
で

あ
る
O
然
し
多
色
刷
で

.L
見
明
瞭
に
朝
鮮
助
川
の
分
布
を
知
る
こ

と
が

川
氷
る
｡
此
の
問
を
見
る
と
余
鮎

の
各
道
に
散
水
し
て
ゐ
る
こ
と
'
跳

助
は
兼
と
し
て
西
俳
に
産
す
る
こ
と
､
未
開
盤
の
淡
tlI
の
艇

い
こ
と

(

淡
冊
だ
け
は
不
正
柿
で
は
あ
る
が
未
だ
開
窺
さ
れ
ぬ
部
分
も
抑
狐
色
に

撃

b
れ
て
ゐ
る
)
'
其
の
他
端
触
土
や
耗
砂
や
マ
グ
ネ
サ
イ
ト
や
聖
母
や

蛍
石
や
嘱
石
や
明
牡
石
や
範
EE=
石
や
の
内
地
で
敢
弟
法
の
飲
物
に
な
っ

て
ゐ
な

い
多
-
の
政
碑
が
賦
-
朝
鮮

に
放
水
し
て
ゐ
る
か
な
知
る
こ
と

の
出
水
る
の
は
軸
紫
衣
許
り
で
な
-
地
撰
者
に
も
大
に
役
克
つ
こ
と
で

あ
る
｡
(S
N
)

0
満
洲
の
地
質
及
錦
鹿

追
藤
障
吹
著

一
九
四
京

昭
利
九

年
十

一
月

三
省
堂
発
行

先
僻
三
_

瓶
洲
串
鍵
以
氷
'
我
が
樹
鵜
の
満
洲
に
封
す
る
関
心
は
い
や
が
上
に

高
ま
-
､
満
州
の
地
質
'
助
産
の
調
査
､
研
究
は
飛
雌
的
に
池
臆
し
､

そ
れ
と
非
に
浦
洲
の
地
拭
､
銑
産
に
関
す
る
知
識
を
必
要
と
す
る
人
士

の
数
も
搬
将
し
た
｡
釣
る
に
絶
非
､
溝
洲
の
地
威
'
倣
産
に
就

い
て
の

新

著

紹

介

絵
柄
的
の
常
連
は
約
ど
仝
-
な
-
(州
席
の
み
の
も
の
は
川
た
が
)
､
我

々
は
斯
ゝ
る
背
部

の
現
れ
ん
こ
と
を
私
か
に
盟
ん
で
肘
た
の
で
あ
る
が

今

回
､
泣
搬
博

士
の
此
の
称
賛

を
称
て
こ
の
党
み
が
満
た
さ
れ
て
賓
ば

し
い
｡
速
漉
博
士
は
大
正
十
三
年
以
非
､
満
洲
教
育
琳
門
堺
校
､
教
育

研
究
所
琴
に
祁
琳
さ
れ
､
非
の
間
､
親
し
-
北
洲
の
各
地
方
に
瓦
っ
て

足
跡
を
印
し
'
地
既
堺
の
研
究
に
専
心
投
鎖
さ
れ
て
非
た
鰭
挺
潜
で
あ

っ
て
本
章

の
如
き
欝
啓
の
常
磐
と
し
て
叔
適
任
希

の
1
人
で
あ
る
の
は

い
ふ
ま
で
も
な
い
｡
本
啓
は
七
寮
に
分
け
ら
れ
､
飾

一
･F.!浦
洲
に
於
け

る
地
質
研
究
の
雁
兜
､
鱒
二
血中
地
形
､
節
三
薄
地
畔
桁
浩
静
､
鱒
四
番

地
餐
時
代
慣
分
髭
､
筋
先
帝
地
既
､
解
大
串
対
比
の
問
題
'
解
七
等
地

殻
奨
励
兜
と
な
っ
て
尉
る
｡
節
末
輩
は
本
態
の
主
鱒
を
な
す
も
の
で
あ

っ
て
､
十

一
部
に
分
け
て
殆
地
代
か
ら
解
四
紀
に
亘
る
各
時
代
の
地
層

及
び
各
の
地
層
中
に
食
ま
れ
る
銀
蹄
に
就

い
て
記
述
さ
れ
て
摺
る
｡
共

等
の
節

の
中
､
カ
ム
ブ
リ
ア
､
奥
剛
の
南
紀
は
背
肴

の
政
も
得
意
と

す

る
部
分
で
あ
っ
て
､
そ
れ
に
多
-
の
京
が
割
か
れ
て
伊
る
｡
更
に
カ
ム

ブ
リ
ア
紀
'奥
陶
紀
及
び
こ
曲
1
石
溌
紀
の
各
節
に
は
三
柴
曲
'
頭
見
料

及
び
腕
足
朔
就
び
に
陸
棲
縫
物

化
石
に
関
す
る
解
散
が
附

い
て
厨
る
O

挿
入
さ
れ
た
図
は
甘
八
の
多
き
に
治
し
､
そ
の
大
部
分
は
化
石
の
鰭
尻

で
あ
っ
て
､
油
洲
の
化
石
を
訓
べ
る
者
に
と
っ
て
非
常
に
便
利
に
出
非

て
倍
る
｡
怨
末
に
は
色
刷
の
満
洲
閑
地
鮮
樹
及
び
虫
t=EH
助
産
分
布
脚
が

各

l
兼
添

(
て
あ
る
｡
本
啓
を
砲
恕
し
て
見
て
本
番
が
潜
脊
自
身
の
折

究
及
び
叔
新
の
資
料
に
兆

い
た
日収
も
信
的
す
べ
き
､
且
'
ア
ッ
プ
,L
ゥ

-
デ
ー
ト
の
著
述
で
あ
る
番
は
明
白
で
あ
っ
て
､
滞
洲
の
地
既
助
産
の

宅

七
七



地

球

節
二
十
三
各

研
究
の
好
指
針
を
な
す
も
の
で
あ
る
.
殊
に
､liuB
菱

駅
が
姶
ど
洩
れ
な

-
准
末
に
ま
と
め
て
騨
げ
ら
れ
て
.iC
る
の
は
有
り
姉

い
｡
叉
索
引
ま
で

附

い
て
居
る
の
は
位
利
で
あ
る
｡
鵬
､
本
省
に
於
て
迫
臓
な
の
は
鋭
蹄

に
就

い
て
の
記
述
が
術
に
過
ぎ
る
鮎
で
あ
る
｡
各
時
代
別
に
記
し
た
の

は
本
番

の
特
色
で
あ
る
が
'
も
う
少
し
詳
細
な
記
事
が
Sgfま
し
い
｡
と

ま
れ
本
省
は
鵜
洲
の
地
既
及
銃
座
の
好
き
指
南
事
で
あ
っ
て
､
地
戦
闘

係
者

の
必
鶴
の
沓
た
る
を
火
は
な
い
も
の
で
あ
る
｡
誠
に
著
者
追
肱
博

士
の
努
力
に
射
し
て
鵜
殿
の
敬
意
を
表
し
た

い
｡
(
S
M
)

0

世

界

経

済

の

現

勢

三
米
綿
研
研
究
所

定
侶
三
脚
五
十
銀

閣
際
非
常
時
を
訟
･#
す
る
た
め
に
､
ま
づ
解

一
に
世
非
現
勢
を
糾
桝

ハ

し
な
-
て
ほ
な
ら
な
い
､
本
番
は
三
菱
の
鯉
折
桝
究
桝
が
'
調
強

の結

氷
で
菊
倍
版
六
甘
九
十

1
円
の
舶
大
な
沓
相
で
あ
る
､
典
口
次
は
絶
冷

せ
非
党
易
の
趨
勢
､
世
弗
船
越
非
の
情
勢
を

1
編
と
し
､
此
三

桐
に
は

壮
非
虫
泌
産
業
の
怖
勢
を
明
瞭
地
切
に
散
糾
し
解
三
綱
に
各
固
藤
桝
情

勢
と
越
し
て
欧
米
以
下
壮
挙

Hiギ
鯛
の
産
米
'
経
折
､
貿
易
が
地
歌
さ

れ
て
ゐ
る
'
我
等
は
本
省
に
網
羅

さ
れ
た
多
-
の
統
計
衣
や
指
数
表
を

娘
作
さ
れ
た
方
々
の
労
力
に
心
か
ら
な
る
感
激
の
帖
を
さ
1
げ
る
と
F

呼
に
他
罪
雑
折
地
理
を
歌
明
し
そ
の
塊
状
と
封
日
本
の
納
係

に
･i<
際
的

の
琳
舵
を
現
仰
せ
し
め
ん
と
さ
れ
た
背
油
密
多
数

の
方
々
の
心
労
七
も

同
様
の
感
謝
を
捧
げ
た

い
｡

本
譜
の
伴
に
も
あ
る
池
p
､

t
閥
級
折

の
免
急
存
亡
の
秋
に
際
し
て

執
る
べ
き
封
策
虚
位
は
各
北
ハ樹
状
に
依

っ
て
･E
ら
如
な
る
も
の
が
あ
っ

て
然
る
べ
き
で
あ
る
.'
銀
し
今
次
の
粧
非

不
況
の
如
き
場
合
に
は
'
荷

節

一
班

宍

七

八

追
報
奥
な
る
槻
恕
静
を
以
て
到
来
と
し
て
も
到
底
所
期
の
放
苑
を
餅
ぐ

る
こ
と
は
川
非
な

い
'
欠
張
-
峠
朋
の
圧
政
は
そ
の
伸
局
叉
は
総
研

の

あ
り
の
ま
ゝ
の
取
除
を
幽
拭
多
数
が
骨
相
し
轍
鮒
し
て
'
自
ら
努
力
す

る
よ
り
外
に
泡
の
な
い
こ
と
は
此
尤
ケ
年
間
の
各
蹄

の
事
例
が
朋
に
敦

(
た
桝
で
あ
る
､
従
ら
に
岡
速
な
妙
を
弧
ふ
よ
り
は
目
前
の
事
態
に
接

し
上
下

1
致
.
協
力
し
て
出
産
カ
を
旺
盛
に
す
る
こ
と
の
い
か
に
紺
隙

間
に
布
教
で
あ
る
か
は
耽
串
日
本
人
の
安
臆
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
.

し
か
し
静
の
盛
ん
な
日
本
斑
易
‖州
の
指
外
地
川
は
､
仙
蛸
の
雛
湖
を

う
け
､
鯛
挙

式
親
的
経
済
政
雄
に
阻
止
さ
れ
て
､

1
九
三
四
稗
の
下
半

期
に
は
比
に
そ
の
膨
妙
が

1
方
岡
に
鋭
は
れ
て
き
た
､
悲
し
倫
滋
妬
息

に
鵬
る
べ
き
時
期
で
は
な

い
o

l
九
三
五
坤
の
日
本

こ
と
に
故
地
批
餅
界
の
人
々
は
'
新
た
に
1-ヒ
非

に
封
す
る
日
本
の
地
桝
的
位
紀
を
再
認
胡
し
な
-
て
は
な
ら
ぬ
｡
4°
･フ

し
た
時
期
に
滋
も
必
婆
な
御
調
の
鮮
柚
と
し
て
聾
者
は
本
省
を
､
小
申

準
校
の
地
球
科
揖
任
教
員
の
方
々
に
抑
踏
し
た
い
'
終
り
に
三
菱
研
究

所
か
ら
昨
年
晩
秋

｢
氷
浦
沖
締
問
の
国
際
斑
易
と
日
本
の
地
位
｣
と
い

ふ
著
述
の
川
脱
も
あ
っ
た
こ
と
を
息
ひ
川
し
て
､
併
せ
て

一
般
の
親
啓

子
に
こ
れ
を
撰
ば
れ
ん
こ
と
滋
賀
む
｡
(
藤
川
)

0

下

伊

那

の
特

殊

産

義

信
聴
下
伊
那
郷
教
育
部
骨

飯
〓
町

山
村
寄
院
発
行

先
侶
二
脚
五
十
錦

信
淡
教
育
骨
下
伊
那
郡
部
骨

は
さ
き
に
下
伊
那
地
潮
間
を
塗
布
し
た

が
､
此
ハ後
光
に
同
郡
下
特
産
米

た
る
拙
物
'
些

且
腐
'
桃
輝
､
鞘
熊
笹

に
つ
い
て
の
調
衣
を
す

ゝ
め
凡
そ
三
年
岡
地
班
調
査
部
の
努
力
の
功
鍵



し
か
ら
ず
､
供
川
中
松
枝
松
永
舜
封
の
統
制
の
下
に
'
こ
1

に
新
に
題

記
の
茄
批
三
二
九
H
の
胸
大
な
番
冊
が
凹
版
き
れ
た
､
筋
二

や
磯
柴
で

は
概
数
が
上
郷
､
仮
泊
に
弘
申
せ
る
秋
由
を
の
べ
節
二
韓
艶
物
'
解
王

事
元
帥
､
節
四
串
水
引
､
解
玉
串
傘
'
静
六
輩
製
糸
'妨
七
帝
拙
文
腐
'

節
<
薄

コ
ン
ニ
ャ
ク
､

鐸
九
輩
稚
児
､

妨
十
鱒
浦
Ⅲ
林
'

妨
十

二
単

兆
他
の
典
樹

'
餌
十
二
寒
鮒
の
各
章

い
づ
れ
も
親
切
丁
寧
な
糎
史
的
地

別
的
改
明
が
あ
る
､
息
ふ
に
所
謂
非
常
時
の
今
日
'
農
村
の
エ
柴
北
が

世
外
光
逝
陶
の
地肌
ふ
て
行
ふ
所
と
な
り
'
土
地
の
狭

い
人
口
の
多

い
日

本
で
の
段
村
副
菜
と
い
ふ
こ
と
が
臼
力
吏
飴
の
妨

1
野
鶴
と
し
て
挫
日

さ
る
1
今
日
'
こ
の
啓
は
恐
ら
-
多
-
の
暗
示
を
企
図
の
蛙
村
僻
に
山

村
に
興

へ
ro
で
あ
ら
う
こ
と
を
信
じ
て
､
蹴
-
牝
に
約
ま
れ
ん
こ
と
頂

望
む
も
の
で
あ
る
｡

(
脇
目
)
.

〇

江

戸

と

大

阪

串
‖
成
東
背

筋
山
路
数
行

定
侶
l扇

五
十
偵

本
尊
は
韓
日
博
士
が
光
大
商
科
で
納
載
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
新
に

精
を
つ
-
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
'
担
桝
史
上
の
桝
究
で
あ
る
が
､
江
戸

及
大
阪
の
推
史
地
桃
を
雛
ぶ
人
に
と
っ
て
細
め
て
有
拓
な
峨
示
に
と
む

銘
著
で
あ
る
｡
(
藤
川
)

0

露

西

韮

縦

横

記

昇
噸
妙
背

肇
那
批

先
供

一
例
八
十
地

文
蜘
毅
の
見
た
凹
大
阪
四
甘
式
の
手
切
な
ロ
シ
ャ
記
で
あ
る
､
ソ
ゲ

イ
エ
ト
聯
邦
の
地
伽
む
し
る
沓
物
と
し
て
は
い
か
Ẑ
か
と
考

(
ら
れ
る

け
れ
ど
も
t

P
シ
ャ
人
t
p
シ
ャ
の
風
物
'
ロ
シ
ャ
人
の
趨
味
な
ど
ゝ
い

っ
た
も
の
は
敵
ん
で
も
田
･B
い
､
北
方
大
陸
の
覚
の
夜
や
林
の
野
原
な

ど
偲
ひ
も
よ
ら
な
い
風
景
が
抑
幼
さ
れ
て
ゐ
る
O

郁

寸

正
紅
に
云
ふ
と
ソ
ゲ
イ
エ
･1
聯
邦
の
新
興
の
陶
僻
は
'
多
-
は
斑
伸

的
で
あ
っ
て
ハ
ツ
キ
-
わ
か
ら
な

い
､
し
か
し
た
と

へ
宜
侍
で
あ
つ
て

も
､
そ
の
･笈
.伸
の
中
に
は
い
か
に
も
努
力
し
て
み
る
仰
向
そ
の
も
の
は

明
に
な
る
か
ら
､
番
兜
の
如
何
は
と
も
か
-
t
か
う
し
た
施
設
が
あ
る

と
い
ふ
こ
と
丈
け
は
他
山
の
石
と
し
て
知
ら
ね
ば
な
ら
な

い
｡

本
番
の
後
の
方
に
も
新
し
い
ソ
ダ
イ
ニ
ト
の
努
力
の
撒
子
の
わ
か
る

と
こ
ろ
が
あ
る
､

一
雨
し
て
岡
白

い
且
つ
よ
い
本
で
あ
る
と
信
じ
る
O

(
髄
M
)

雑

報
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〇
神

戸

市

鵠

磨

匠

多

弁

畑

化

石
屠

多
非
州
の
氷
北
･
奥
妙

法寺
方
両
に
曲
ず
る
路
傍
､
厄
除
八
幡
宮
よ
り
阪
路
を
北
方
の
布
施
に

下
り
'次
の
阪
路
に
移
ら
ん
と
す
る
虚
に
約
二
尺
五
寸
の
凝
水
封
買
岩
'

そ
の
下
に
約
五
尺
の
妙
栄
噂
鰐
川
す
'
光
向
は
北
八
〇
庶
西
､
傾
斜
は

西
南
に

t
O
庇
内
外
な
り
'
こ
の
凝
淡
紫
茶
山村
L肝
の
下
底
部
約

1
尺
､

砂
栄
暦
の
上
部
約
二
尺
の
問
に
は
介
化
石
を
多
-
保
有
す
､
h.I'･=町
中
の

化
石
は
石
衣
分
を
銀
称
す
る
も
の
あ
る
も
'
大
部
分
は
静
脈
し
去
-
'

砂
山村
中
に
て
は
椅
ど
カ
ス
ト
の
み
に
し
て
保
存
は
浪
好
な
ら
ず
､
似
し

化
石
は
膨
し
き
む
以
て
米

所
の
風
化
せ
る
部
を
収
-
去
ら
ば
保
存
よ
き

化
石
を
凍
妓
す
る
を
柑
ん
｡
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